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ま え が き

Pivampicillinは1969年DenmarkLeo社 に お い て 開発

され たAmpicillinのpivaloyloxymethyl esterで あ る。

本 剤 は,そ の もの に は抗 菌 力 は な い が,生 体 内 で分 解

され て,Ampicillinと な り抗 菌 力 を発 揮 す る も の で,そ

の 特 長 と して は,消 化 管 か らの 吸 収 が 良 好 で,従 来 の

Ampicillinよ りも 高 い血 中 お よび臓 器 内 濃度 が え られ る

点 で あ る。

わ れ われ は,産 婦 人科 領 域 に お い て,本 剤 に つ き,検

討 を加 え た の で報 告 す る。

案 験 方 法

体 液 内濃 度 測 定 はBacilltts subtilisを 検 定 菌 とす る寒

天 平 板Disc法 に よ り測 定 した 。 標 準 液 はpH7.2の 隣

酸 緩 衝 液 を使 用 した。

臨 床 治 験 は,昭 和 大 学 病 院 産 婦 人 科 お よび 関 連 病 院 の

感 染 症 患 者 を対 象 と した 。

血 中 濃 度

Pivampicillin 250mg経 口投 与 後 の 血 中 濃 度 をCross

over法 に よ り成 人4名 を対 象 と して,空 腹 時 投 与 し,

Ampicillin250mgと 比 較 測 定 した。

Table1に 示 す ご と く,Pivampicillinの 血 中 濃 度 は

全 般 にAmpicillinよ りも高 く,吸 収 が 速 く,持 続 も長

い こ とが判 明 した。 そ の平 均 血 中 濃 度 の消 長 を 図示 した

の がFig.1で,Pivampicillinは30分 で4.55mcg/m1に

達 し,1時 間 で,ピ ー ク値5.725mcg/mlに 達 す る。 そ

のHそdHifeは ほ ぼ3時 間10分 で あ る。4時 間 値 はPi-

vampicillin 1.3225mcg/ml,Ampicillin 0.69mcg/mlで,

6時 間 に な る と両 者 と もほ ぼ 消 失す る。

尿 中 排 泄

血 中 濃 度 と同 時 に 比 較 測 定 した尿 中排 泄 量 はTable2

に示 す通 りで あ る。血 中 濃 度 の 消 長 と一 致 して,Pivam-

picillimの 尿 中排 泄 が 速 く,排 泄 率 も高 い。 平 均 尿 中 排

泄 率 は,Pivampicillin60.43%,Ampicillin37.55%で

あ る。 そ の尿 中排 泄 の 時 間 的 推 移 を図 示 した の がFig.2

で あ る。 図 に み る ご と く,2時 間 お き に採 尿 測 定 す る

と,各 時 間 内 の 排 泄 率 は ほ ぼ 同 率 で あ る が,同 時 間帯 内

で も,Pivampicillinの 排 泄 率 が高 い こ と がみ い 出 され る。

Table 1 Comparison of serum levels of pivampicillin and ampicillin
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臨 床 成 績

臨床治験例15例 のうちわけは,Table3に 示すごとく

膀胱炎13例,淋 疾1例,乳 腺炎1例 である。

これ らの症 例 か ら,E.coli9株,Staphylococczts au-

reus3株,Klebsiella1株,Enterococcus1株,Neisseria

gonorrhoea1株,計15株 を分 離 した 。 これ らの菌 の感

受 性 は,Klebsiella1株 とE.coil2株 が耐 性 で あ るほ

Fig. 1 Comparison of average serum levels of 

pivampicillin and ampicillin

Fig. 2 Comparison of urinary recovery of 

pivampicillin and ampicillin Na

Table 2 Comparison of urinary excretion of pivampicillin and ampicillin
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Table 3 Results of pivampicillin treatment
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かは,12株 が感受性であった。

投与量は,膀 胱炎は1日750mgを 主 とし,そ の他の

感染症は1日1000mgを 投与量 とした。平 均投与 日数

は膀胱炎5.8日,乳 腺炎および淋疾13日 間であつた。総

投与量は,膀 胱炎平均4.79,乳 腺炎および淋疾は139

で あ つた。

この結果,著 効2例,有 効11例,や や有効1例,無 効

1例 の結果で,有 効率は13/15,約86%と な る。無効例は

KlebsiellaとE.coliの 混合感染膀胱炎例と,Enteroco-

msの 膀胱炎例で,い ずれもAmpicillinに 耐性であ り,

首肯できる成績である。

全例に副作用を認めなかった。

考 案

本剤は,従 来のAmpicillinと 比較すると,抗 菌力は,

ほ とんど変 りがないことが報告されている。すなわち,

グ ラム陽性球菌,陰 性桿菌類に対 し,MICは まった く

同等か,試 験 一管程度の差とされてお り,抗 菌スペク ト

ルにも変 りがない。

本剤の特徴は,腸 管からの吸収が良好なことで,Am-

picillinに 比 し,2～3倍 の高血中濃度が得 られ ること

である。この点に関し,わ れわれの検討 したところでは

Croseovertestで,明 らかにPivampicillinの 吸収が速

く,血 中濃度のpeak-levelは2倍 に近い値 が得 られ,

血中持続も長いことを認めた。

また,尿 中排泄も吸収に比例 して,Ampicillinよ り高

く,排 泄も速いことを明らかにした。

この特徴は臨床的にいかに反映するかが問題 となると

ころであるが,動 物における感染治療実験ではPivaln-

picillinの 優位が証明されており,こ の点は臨床 的 に も

反映するであろうことが予想される。

われわれの経験 した臨床成績は,15例 で86%と い う良

好な有効率を示 したが,こ れは大部分が比較的治療 しや

すい膀胱炎であったことも関係 しているので,今 後,さ

らに婦人科的感染症に対する治療を検討 したいと考えて

いる。

第21回 日本化学療法学会(1973.6.21)で 行なわれたシ

ンポジウムにおいては,急 性下部尿路感染症に対する比

較試験で,Pivampicillin0.59/day,Ampicillin 1g/day

の総合効果は,差 がないことが立証 され,血 中濃度上昇

の有意性が認められている。また,産 婦人科的感染症に

対 しては79.3%の 有効率が報告 された。これ らの成績か

ら総合 して,血 中濃度上昇の有意性はあるものと考える。

副作用については,胃 腸障害,皮 膚症状を訴えたもの

はなく,特 に臨床検査を要すると思われる症例は経験 し

なかった。

む す び

Pivampicillinに ついて産婦人科領域において検討 を

行ない結果を得た。

吸収はAmpicillinよ りも良好で,速 くpeakに 達 し,

peak値 は1時 間目にあり,250mg投 与 で平均5,725

mcg/mlで あった。排泄率 もAmpicillinよ り高く,250

mg投 与 で6時 間内に60.43%が 尿 中 よ り回収 され,

Ampicillinの37.55%よ り高かった。産婦人科領域 の

感染症に対 し1日 量750～1,000mgの 投与量で86%の 有

効率を認め,副 作用はなかった。
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EVALUATION OF PIVAMPICILLIN IN OBSTETRICAL 

AND GYNECOLOGICAL FIELDS
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Investigations were made on Pivampicillin in the field of obstetrics and gynecology. 

Pivampicillin is evidently well absorbed than ampicillin and produces serum concentrations nearly twice as 

high as those produced with the same dose of ampicillin. The peak level of 5.725 mcg/ml was reached within 

1 hour after an oral administration of 250 mg. 

The urinary excretion of pivampicillin is significantly higher than that of ampicillin and 60.43% of an oral 

dose of 250 mg was recovered from urine. 

The drug was rated effective in case of gyneco-obstetrical infections at a daily dose of 750•`1000 mg and no 

side effects were recognized. 

The above results suggest that pivampicillin may have clinical advantages over ampicillin.


